
 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

日 月 火 水 木 金 土 

7/30 31 1 2 3 4 5 

6 7 8 9 10 11 12 

13 14 15 16 17 18 19 

20 21 22 23 24 25 26 

27 28 29 30 31 1 2 

2023 年 8 月 利用カレンダー ℡ 6 9 - 3 0 5 0 

開館／月～金＝10 時～18 時  土曜日＝10 時～17 時 

休館／毎週日曜日、祝日、毎月第３金曜日、年末年始、蔵書整理期間等 
※   ・・・図書室の休館日 

※   ・・・17 時閉館 

※お盆期間（14 日～16 日）開館時間：10 時～17 時  

 

なんで 『 生坂村図書館 』じゃなくて、『 生坂村図書室 』 なの？ 
 

と、よくご質問をいただきます。なので、今回はその疑問にお答えしたいと思います。 

 

まずは、【法律的な違い】から。 

生坂村図書室は公民館図書室に分類されます。公民館図書室は、公民館の中の本を集めた部屋、と

いう位置づけで、 社会教育法 の公民館の項に基づいて運営されています。 

一方、図書館は 図書館法 に基づいて運営され、設置を地方公共団体の条例で定められています。 

『 図書館 』 では受けられて 

『 公民館図書室 』 では受けられないサービスがあるの？ 
 

当施設でいえば、本の複写（コピー）サービスを受けることができません。 

著作権が生坂村や教育委員会にある本や、個人で持参した資料のコピーはできますが、

図書室の本をコピーすることはできません。 

一方、図書館では、図書館法第 31条による複写(コピー)は、著作権に抵触しない範囲で行うこ 

とができます。 

  
 

『 図書館 』 と同じように受けることができるサービスは？ 
 

通常ご利用いただいている、本の貸出・返却に加え、 

       図書室にない本を他の図書館から借りることができる【 相互貸借サービス 】を受けるこ

とができます。 また、貸出中の本の【予約】、本の【リクエスト】も行うことができます。 
【新聞や一部行政資料の閲覧】、【インターネット端末の利用】、【電子図書館利用の申し込み】など、通

常の図書館で行っている複写以外のサービスは一通りご利用いただけます。 

 また、生坂村図書室では司書も常駐しているので、本に対する相談である【レファレンスサービス】

も受けることができます。 

          図書室でも Wi-Fi をご利用いただけるようになりました。 

 暑い夏、涼しい図書室でモバイル端末を使いながらゆったりお過ごしください。 

   

■利用可能時間・・・開館時間中のみ（平日…10 時～18 時／土・お盆開館日…10 時～17 時） 

■利用料金  ・・・無料 

■利用に関しての注意（生坂村公衆無線ＬＡＮサービス利用規約に同意いただいた上でご利用下さい） 

     ・ご利用にはパソコン、スマートフォンなどの Wi-Fi 機能搭載の端末が必要です。 

・パソコン、スマートフォン等機器の電源は、各自でご用意ください。 

・ゲームでのご利用はお断りします。 

・ご利用の際は、利用者様の責任においてセキュリティを確保してください。 



一般書 

■また会う日まで         （池澤 夏樹） 

■レーエンデ国物語        （多崎 礼） 

■まいまいつぶろ          （村木 嵐） 

■ここが終の住処かもね      （久田 恵） 

■この夏の星を見る        （辻村 深月） 

■流浪地球             （劉 慈欣） 

■ステージ４の緩和ケア医が実践する  

がんを悪化させない試み     （山崎 章郎） 

■こうして社員は、やる気を失っていく（松岡保昌） 

■プリズン・サークル        （坂上 香） 

■頭のいい人が話す前に考えていること（安達 裕哉） 

■ムラブリ 文字も暦も持たない狩猟採集民から 

言語学者が教わったこと    （伊藤 雄馬） 

■年金暮らしでも生活が楽になる 税理士・社労士 

が教える 賢いお金の使い方 Q&A大全 
        （佐藤正明・東海林正昭など７名） 

■一度読んだら絶対に忘れない日本史の教科書 
（山﨑 圭一） 

実用書  

■先読み！IT×ビジネス講座 画像生成 AI 
（深津 貴之 他）    

■使い切れない農地活用読本     （農文協） 

■白崎茶会のはじめての地粉パン   （白崎 裕子） 

文庫・新書 

■通い猫アルフィーの奇跡（レイチェル・ウェルズ） 

■通い猫アルフィーのはつ恋（レイチェル・ウェルズ） 

■フィンランド人はなぜ午後４時に仕事が 

終わるのか          （堀内 都喜子） 
■言語の本質 ことばはどう生まれ、 

進化したか    （今井 むつみ、秋田 喜美） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ぼくらの戦争なんだぜ      （高橋源一郎) 
■神々の山嶺 上・下         （夢枕 獏) 

■イクサガミ 地          （今村 翔吾） 

■知事の真贋            （片山 善博） 

絵本 

■こぐまちゃんのみずあそび（もり ひさし、わだ よしおみ他) 

■きんきゅうしゃりょう 

 (まえとうしろ どんなくるま?) （こわせ もりやす） 

■まちで はたらく くるま  

(まえとうしろ どんなくるま?) （こわせ もりやす） 

児童書 

■カブトムシ・クワガタムシの図鑑&飼い方  

（藤原 尚太郎） 

■わけあって絶滅しました。 

 世界一おもしろい絶滅したいきもの図鑑 

（丸山 貴史、今泉 忠明 他） 

■未知なる冒険の書 自然に学び、地球で遊ぶ  

336の知恵 （名もなき冒険家、テディ・キーン他） 

■ロボット世界のサバイバル１ （金政都・韓賢東） 

■わかったさんのクッキー（寺村 輝夫 、永井 郁子） 

■わかったさんの ひんやりスイーツ 

             （寺村 輝夫、永井 郁子） 

■いいね！   （筒井 ともみ、ヨシタケ シンスケ） 

■まちのおばけずかん （斉藤 洋 、 宮本 えつよし） 

■あしたもオカピ     （斉藤 倫 、 fancomi） 

■かいけつゾロリ きょうりゅうママをすくえ! 

（原 ゆたか） 

■都会のトム&ソーヤ(13)《黒須島クローズド》 

（はやみね かおる 、 にし けいこ） 

 

 

 

 8 月 の 新 着 本 

えほん 

児童書 
一般 


